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サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
近
い
将
来
民
営
化
に
つ
い
て
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。

独立採算性のもと自立的・弾力的な経営によるユニバー

悶悶悶
年14 10 5 

年 年 年

四

゜
件

゜
八 九
八
九 四

数
八 七
八 七

営
に
よ
る
「
日
本
郵
政
公
社
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

2

取
扱
い
業
務

第
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表

普
通
郵
便
物
（
単
位
件
）

は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
中
央
省
庁
等
改
革
の

一
環
と
し
て
国

郵
便
局
設
立
百
年

祝
賀
式
典

J

の
間

一
三

0
余
年
に
わ
た
り
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
郵
政
事
業

15
年
4
月
1
日

16
年
4
月
20
日

共
用
端
末
の
導
入
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、

更
に
、
十
四
年
に
は
外
務
員
に
郵
便
追
跡
携
帯
端
末
機
が
配
備
さ

れ
、
小
包
・

書
留
等
の
郵
便
送
達
の
追
跡
が
可
能
と
な

っ
た
。

日
本
郵
政
公
社
発
足

締
結

末
消
化
器
の
貸
与
に
関
す
る
覚
書
」
の

13
年
1
月
6
日

15
年

1
月
1
日

溝
辺
郵
便
局
「
赤
バ
イ
ク
隊
小
型
粉

町
内
に
は
、
現
在
集
配
特
定
局
の
溝
辺
郵
便
局
と
三
簡
易
郵
便

局
（
石
峯

・
論
地
・
鹿
児
島
空
港
）
が
あ
る
。

後
、
諸
々
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
屈
っ
て
き
た
。
平
成
八
年
情
報
系

中
央
省
庁
再
編

・
郵
政
事
業
庁
発
足

溝
辺
郵
便
局
は
昭
和
四
十
八
年
現
庁
舎
に
お
い
て
業
務
開
始

を
開
始

の
締
結

辺
町
間
の
相
互
協
力
に
関
す
る
覚
書
」

第

一
章

郵

便 通

信

ー

10
年

4
月
1
日

溝
辺
町
収
納
代
理
郵
便
官
署
の
業
務

溝
辺
郵
便
局
の
動
き

平
成

8
年

10
月
1
日

10
年

2
月
2
日

10
年

6
月
25
日

「
災
害
時
に
お
け
る
溝
辺
郵
便
局

・
溝

新
郵
便
番
号

7
桁
制
の
導
入

独
居
老
人
宅
声
か
け
運
動
の
実
施
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悶 悶 悶
年14 10 5 

年 年 年

払 受 払受 払受

O、 通

一〇 七 六三 九三 常
三六 八六 〇三
。、四 七、四、 、、 貯
四四 一 七
六七 七九 金
〇八 九八

三五
五五 ／．ヽ／．‘ 

積lL ＇ 七 四 九、七、

〇 七 六七 ニ 八 貯
四六 八四 七九 金
ー 四 - 0 ー五

定
二 0 八六 六五

額二六 七 二 六〇

五四 七 二 九、八、
貯

九 〇 四 〇
八七 四 〇 四四 金
四 〇 九七 八五

0 ヽ —-、 九、六、 九、 〇、 為

六〇 ニ ハ 八〇
替〇二 五五 三 九

八九 四二

六七 八 二 七二， 一、 ／，‘ 、 四、九、 六、匹、l 

六四 七七 九六
七八 五〇 六五 金
八五 六四 三四

四 年

一
一て

五 七 /， ' 
金

四 五 恩

" ＇ 九 九 給

四 九 〇 八九 保
一 九 七 ー 一八
六四 七、 ー、 四共
‘八

険一八 五八 二 九
七九 六五 七六
一 八 ー四 五五

第
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千円）

平 平
塁成 成

年14 10 5 
年 年 年

五 I~ ヽ 四

は八 八 八
九 八

匹l ; 四 四
八

/＇ , 四

畠八

一
r， , 

七 九 金
,． , 四 額

四 九 八

簡
易
保
険
（
単
位

郵
便
年
金
（
単
位

為
替
貯
金
（
単
位

溝
辺
局
の
百
年

歴
代
の
町
長

・
議
会
議
長

・
各
種
機
関
団
体
長

・
溝
辺
局
O
B
の

方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。

ち
な
み
に
、
歴
代
局
長
は
、
初
代

山
明
夫
、

三
代
目

二
見
静
雄
‘

溝
口
虎
彦
、

四
代
目

で
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
な
が
ら
通
信
・
情
報

・
文
化

・
経
済
面

を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
紛
れ
も
な

東
繁
、
六
代
目

花
堂
三
男
、
五
代
目

隈
元
為
次
と
受
け
継
が
れ
、
そ
の
時
代
時
代

第
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表

千
円
）

二代目郡

平 平 平
成 成 成

年14 10 5 
年 年 年

七 O、 八 件

七
四 I＇ ヽ 九 数
七 八

保七 九

七 九 八
険

九
八 I， ヽ 七 料

七

八 四 八 保

九 ~ Iヽ I＇ ヽ 険

゜
/¥ 五
I， 、

I＇ ヽヽ 金

四
八 /¥ 四 額

七

る
年
を
迎
え
た
平
成
十
六
年
四
月
二
十
日
、
有
村
町
長
を
は
じ
め

溝
辺
郵
便
局
は
明
治
三
十
七
年
開
局
さ
れ
、
百
周
年
の
記
念
す

溝
辺
郵
便
局
開
局
百
周
年
記
念
行
事
に
寄
せ
て

第

225
表

千
円
）
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第 1章

な
っ
た
。

に
至
っ
て
い
る
。

電
話
普
及
時
代
か
ら
、

N
H
K
の
放
送
受
信
料
の
集
金
委
託
事

町
内
全
域
に
設
置
さ
れ
て
通
信
の
利
便
性
が
図
ら
れ
、
通
信
手
段

ア
付
き
）

の
当
時
と
し
て
は
近
代
的
な
局
舎
が
建
築
さ
れ
、
今
日

町
有
川
二
九
九
番
地

一
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
（
自
動
ド

二
男
氏
の
英
断
と
地
域
の
方
々
の
絶
大
な
る
支
援
に
よ
り
、
溝
辺

電
信

・
電
話
業
務
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
年
に
電
信

・
電
話
が

人
の
偉
業
に
対
し
、

い
る
こ
と
を
考
え
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
同
時
に
先

更
に
は
こ
れ
ま
で
事
業
を
支
え
て
頂
い
た
地

域
の
方
々
に
感
謝
の
念
で
一
杯
で
あ
る
。

局
舎
に
つ
い
て
は
、
当
初
溝
辺
町
有
川
九
三
番
戸
乙
号

で
開
局
さ
れ
、
大
正
十
三
年

橋
亮

一
氏
宅
〔
現

仮
移
転
の
後
、
昭
和
二
年
に
溝
辺
町
有
川
三
五
0
番
地
に
増
改
築

し
た
。
鹿
児
島
空
港
開
港
の
翌
年
昭
和
四
十
八
年
六
月
に
、
花
堂

宮
地
金
物
店
〕

開
局
以
来
、
郵
便

・
為
替

・
貯
金
事
業
に
始
ま
り
、
時
は
流
れ

て
取
扱
業
務
も
大
正
五
年
に
は
簡
易
生
命
保
険
、
大
正
十
五
年
に

は
郵
便
年
金
の
取
扱
業
務
が
開
始
さ
れ
、
郵
政
三
事
業
の
時
代
と

郵
便
の
業
務
運
行
は
徒
歩
配
達
の
時
代
か
ら
、
自
転
車
配
達
、

そ
し
て
四
十
年
代
に
入
り
、
五

O
c
c
バ
イ
ク
が
配
備
と
な
っ
て
い

る
。
起
伏
の
多
い
本
町
で
は
、
集
配
業
務
に

一
大
転
換
期
を
迎
え

た
当
時
の
職
員
の
喜
び
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う

と
思
う
。
徒
歩
配
達
さ
れ
た
頃
の
先
輩
各
氏
に
は
た
だ
た
だ
敬
服

の
至
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
軽
四
輪
車
が
配
備
さ
れ
、
集

に
伴
い
鹿
児
島
県
の
交
通

・
文
化
通
信
の
拠
点
地
域
と
し
て
郵
便

物
数
も
急
激
に
増
加
し
た
。
郵
便
物
輸
送
シ
ス
テ
ム
も
昭
和
五
十

治
木

S
溝
辺
＼
横
川
」
便
と
シ
ス
テ
ム
変
更
に
な
り
、

ァ
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
。

取
り
扱
わ
れ
、

昭
和
七
年
に
は
電
話
交
換
事
務
を
開
始
し
た
。
電

話
番
号
は
役
場
が

一
番
、
農
協
が

二
番
‘
ち
な
み
に
当
時
の
郵
便

局
番
号
は
四
二
番
（
特
番
）
と
順
次
設
置
さ
れ
、
昭
和
三
十
二
年

に
は
農
村
公
衆
電
話
を
架
設
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
農
村
集
団
電

話
の
拡
張
に
よ
り
一
般
電
話
八
九
台
、
農
集
電
話
一

0
0
二
台
と

が
整
っ
た
が
、

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
日
十
三
時
を
も

っ
て
電

話
自
動
改
式
と
な
り
電
電
公
社
に
移
管
さ
れ
た
。

神
田

て
お
り
、
そ
の
時
代
に
応
じ
た
伝
統
を
つ
く
り
、
今
日
に
至

っ
て

通

を
拝
読
し
な
が
ら
多
く
の
方
々
が
溝
辺
郵
便
局
に
携
わ
っ
て
頂
い

言,1
 

ス
ピ
ー
ド

九
年
二
月
よ
り
、
バ
ス
輸
送
シ
ス
テ
ム
か
ら
逓
送
車
に
よ
る
「
加

配
業
務
も
迅
速
化
さ
れ
て
い
き
昭
和
四
十
七
年
鹿
児
島
空
港
開
港

い
事
実
で
あ
る
。
式
典
準
備
に
あ
た
り
、
開
局
当
時
か
ら
の
文
書
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溝辺郵便局

行
き
た
い
も
の
だ。

ッ
ト
等

集

配

ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
各
種
施
設
に
よ
り

し
、
安
心
安
全
を
お
届
け
す
る
「
赤
バ
イ
ク
消
防
隊
」

•

福
祉
ネ

市
町
村
合
併
時
代
に
入
り
、
尚
一
層
郵
便
局
の
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
く
る
。
今
後
と
も
、
溝
辺
郵
便
局
は
先
人
の
偉
業
を
継
承

地
域

へ
の
貢
献
で
き
る
郵
便
局
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

（
隈
元
為
次
）

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

便
性
の
高
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
の
で
き
る
経
営
形
態
を
堅

方
々
も
広
く
公
平
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
国
民
に
身
近
で
利

今
後
と
も
都
市
部
が
特
に
恩
恵
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、

地
方
の

く
経
営
基
盤
確
立
の
た
め
、
経
営
の
効
率
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
日
、
郵
政
事
業
の
経
営
形
態
の

こ
と
が
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、

独
立
採
算
制
の
維
持
を
図
り
な
が
ら
、
企
業
会
計
原
則
に
基
づ

業
経
営
が
図
ら
れ
て
い
る
。

革
が
行
わ
れ

」
れ
ま
で
税
金
は
使
わ
ず
独
立
採
算
制
の
元
に
事

政
事
業
庁
へ

そ
し
て
国
営
に
よ
る
日
本
郵
政
公
社
と
歴
史
的
改

の
経
営
形
態
も
、
中
央
省
庁
等
改
革
に
よ
る
郵
政
省
時
代
か
ら
郵

安
定
期
の
時
代
と
変
遷
し
、

一
三
五
年
の
歴
史
を
も
つ
郵
政
事
業

さ
れ
、
全
国
的
に
厳
し
い
労
働
事
情
が
続
い
た
時
代
か
ら
、
労
使

務
が
郵
便
局
で
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。
戦
後
、
労
働
組
合
が
結
成
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一
方
、
我
が
町
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
は
、
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
国
分
隼
人
地
区
、
姶
良
・
加
治
木
・
蒲
生
地
区
と
の
格
差
は
広

が
り
つ
つ
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報
の
過
疎
化
）
解
消

我
が
国
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
は
、
急
速
に
進
展
し
て
き
た
。

命
の
推
進
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
こ
れ
を
期
に

た
「

e
|
J
a
p
a
n
戦
略
」
を
決
定
し
、

国
を
挙
げ
た
I
T
革

目
標
に
世
界
最
先
端
の

I
T
国
家
に
な
る
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ

こ
の
戦
略
本
部
に
お
い
て

法
）
に
基
づ
き
「
I
T
戦
略
本
部
」
を
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し

ー
ネ

ッ
ト
等
の
普
及
が
急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、

ド
バ
ン
ド
（
高
速
・
大
容
量
通
信
）

我
が
国
が
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
国
に
比
べ
、
普
及
率
に
お

い
て
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
十
三
年

一
月
に

「
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法
」

て
発
足
さ
せ
た
。

（
情
報
通
信
）
技
術
が
、
プ
ロ
ー

を
可
能
と
し
、
高
速
イ
ン
タ

(
I
T
基
本

「
五
年
以
内
（
平
成
十
八
年
度
）

を

急
速
に
発
展
し
て
い
る
I
T

1

背
景 溝

辺
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

整備する施設のイメージ

受信アンテナ センター随段（南九州ケーブルテしピネット捌内に併段）

＼ 

,... 

各家庭
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分

・
隼
人
地
区
を
エ
リ
ア
と
す
る
南
九
州
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ

ト
株
式
会
社
の
ケ
ー
プ
ル
テ
レ
ビ
導
入
に
つ
い
て
も
、
南
部
地
域

に
つ
い
て
エ
リ
ア
拡
張
の
計
画
が
あ
る
が
、
採
算
性
の
観
点
か
ら

北
部
地
域
へ
の
エ
リ
ア
拡
大
は
難
し
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
本
町
の
住
民
の
間
に
情
報
の
格
差
を
生
じ
る
こ
と
を

国
が
進
め
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
に
は
、
各
種
の
補
助
制
度
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
を
対
象
と
し
た
補
助
事
業
は
次

①

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
基
盤
整
備
事
業

地
域
の
教
育
、

行
政
、
医
療
、
防
災
等
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
技
術
で
築
く
地
域
の
高
速
L
A
N
の
整
備
を
図
る
地

方
公
共
団
体
等
を
支
援
す
る
事
業

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

が
、
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
ま
た
、
双
方
向

促
進
の
た
め
に
は
隣
接
す
る
国
分

・
隼
人
地
区
に
お
い
て
導

入
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
の
実
施

の
通
信
が
可
能
と
な
り
、
今
後
の
利
活
用
に
多
く
の
拡
張
性

が
見
込
ま
れ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
新
世
代
地
域
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
、
鹿
児
島

県
を
通
じ
て
事
業
要
望
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

2

新
世
代
地
域
ケ
ー
プ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業

業
等
の
導
入
を
含
め
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。

④
 
新
世
代
地
域
ケ
ー
プ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業

こ
れ
ら
の
事
業
を
研
究
す
る
中、

溝
辺
町
の
地
域
情
報
化

意
味
し
、
全
町
的
な
情
報
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
事

事
業

す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
等
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
情
報
通
信
人
材
研
修
事
業
を
実
施

③
 

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
計
画
は
、
当
面
な
い
と
の
回
答
で
あ
り
、
国

す
る
た
め
に
、
平
成
十

一
年
度
第
二
次
補
正
予
算
か
ら
実
施

る
A
D
S
L
（
非
対
称
デ
ジ
タ
ル
加
入
者
線
）
の
高
速
イ
ン
タ
ー

へ
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
十
四
年
度
に

民
間
に
よ
る
、
溝
辺
町
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
を
行

っ
た
が
、

N
T
T
西
日
本
に
お
い
て
、
電
話
回
線
に
よ

②
 域

等
の
市
町
村
を
対
象
に
、

地
域
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
導
入
促
進
基
盤
整
備
事
業
過
疎
地

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た

双
方
向
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
公
共
施
設
等

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
導
入
し
、
地
域
の
情
報
化
を
促
進

さ
れ
た
事
業

情
報
通
信
人
材
研
修
事
業
支
援
制
度

情
報
通
信
分
野
の
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
人
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I
 

ー

電
柱
使
用
料

工
事
請
負
費

委

託

料

七、

三
0
五
万
九
千
円

―二
九
万
二
千
円

九
億
五
、
五
九
四
万
一
千
円

落
札
決
定
業
者 る

競
争
入
札
）

竜
王
―

―
七
六
ー
四

山
梨
県
中
巨
摩
郡
竜
王
町

【歳
出
】

旅

費

等

一
七
六
万
四
千
円

設
計
管
理
業
務
委
託
入
札

(
5
社
指
名
に
よ

計

十
億
三
、

二
0
五
万
六
千
円

一
般
財
源

三
0
五
万
六
千
円

4

事
業
経
過

，
 

ー

.
3
.
 

5
 

ー15
.
4
.
1
0
 

地

方

債

六
億
八
、
六

0
0
万
0
千
円

着
手
し
た
。

い

補
正
予
算
の
内
訳

【歳
入
】

県

補

助

金

し
、
平
成
十
四
年
十
二
月
十
二
日
の
経
済
対
策
閣
僚
会
議
に

お
い
て
改
革
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
定
し
、
地
方
債
の
取
扱

い
、
地
方
交
付
税
法
の

一
部
改
正
を
行
な
い
、
事
業
推
進
を

図
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
十
四
年
度
補
正
予
算
事
業
と
し
て
内
示
を
受
け
、
平
成
十

三
億
四
、

三
0
0
万
0
千
円

予
算
と
し
て
平
成
十
五
年
度
へ
の
繰
越
事
業
を
提
案
し
、
事
業
に

五
年
三
月
の
第

一
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、
平
成
十
四
年
度
補
正

3

事
業
概
要

代
地
域
ケ
ー
プ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
事
業
等
の
事
業
を
追
加

折
し
も
、
平
成
十
四
年
度
の
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
新
世

事
業
の
内
訳

2
 

＇ー

・テ
レ
ビ
信
号
を
受
信
す
る
受
信
点
は
、
隼
人
町
の
南
九
州
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ

ッ
ト
株
式
会
社
の
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、

町
内
に
受
信
点
施
設
は
設
け
な
い
こ
と
と
し
た
。
受
信
点
か
ら
溝

辺
町
役
場
内
に
設
置
す
る
ス
タ
ジ
オ
内
の
受
送
信
設
備
ま
で
を
光

線
で
結
び
、
安
定
し
た
テ
レ
ビ
映
像
を
配
信
す
る
。

ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
、
役
場
か
ら
町
内
の
全
世
帯
へ
再
送
信
す
る
。

役
場
と
世
帯
間
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
と
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
り
有

ま
た
、
テ
レ

ビ
に
溝
辺
町
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
設
け
、
音
声

・
映
像

・
文
字
に

よ
る
行
政
情
報
を
配
信
す
る
。
ま
た
、
追
加
利
用
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）

に
よ
り
、

B
S
.
C
S
の
衛
星
波
等
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
視
聴
、

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
双
方
向
通

信
が
可
能
と
な
る
基
盤
の
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

自
治
公
民
館
長
会
へ
の
事
業
説
明

計

十
億
三
、
二
0
五
万
六
千
円
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15
.
12
.
15

基
本
チ
ャ
ン
ネ
ル
試
験
放
送
開
始

15
.
6
.
13

請
負
契
約
の
議
会
議
決

通信 ・交通 ・土木編

交
付

15
.
6

.
10

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
設
置
許
可
状
の

契
約
金
額

ニ
エ
区
落
札
業
者

鹿
児
島
市
松
原
町

4
番

26
号

西
日
本
電
信
電
話
闊

鹿
児
島
支
店

三
ニ
一
、
三

0
0、
0
0
0
円

契
約
金
額

卸
九
電
工

鹿
児
島
支
店

五
七
二
、
二
五

0
、
0
0
0
円

一
工
区
落
札
業
者

し
競
争
入
札
）

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町

1
番
l
号

.
6
.
6
 

5
 

ー

.
6
.
5
 

5
 

ー

本
工
事
入
札

(
2
エ
区
に
分
け
各
12
社
を
指
名

会
場
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
住
民
説
明
会
（
町
内

25

5

2

 
2
 

.
5
.
 

ー

請

16 16 16 16 16 . . . . . 
4 3 2 1 1 
. . . . . 
1 1 25 30 20 

溝
辺
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局

15
.
4
.
14

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
設
置
許
可
の
申

契
約
金
額

六
九
、

0
九
0
、
0
0
0
円

情
報
シ
ス
テ
ム

・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

実
績
報
告
書
の
提
出
（
鹿
児
島
県
情
報
政
策
課
）

鹿
児
島
県
情
報
政
策
課
確
認
検
査

請
負
工
事
完
成

完
成
検
査

ケーブルテレビ放送室
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に
努
め
る
。

本
町
に
お
け
る
幹
線
交
通
の
基
本
整
備
の
方
向
と
し
て
は
、
本

県
交
通
網
の
要
衝
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
産
業
活
動

や
、
人
的
な
地
域
間
交
流
の
一
層
の
円
滑
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、

生
活
優
先
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
県
の
交
通
体
系
整
備
の
方
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
国
道
及
び
県
道
の
整
備
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
町
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
生
活
基
盤
で
あ
る
町
道

に
つ
い
て
は
、
交
通
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
計
画
的
に
整
備
し
、

地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
、
交
通
安
全
の
保
全
及
び
質
的
向
上

さ
ら
に
、
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
・
障
害
者

な
ど
す
べ
て
の
人
が
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
通
学
や
通
院
・

買
い
物
等
の
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
や
学
生
な
ど
交
通
弱
者
等
の

町
内
の
移
動
手
段
に
対
す
る
支
援
を
図
る
。

空
港
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
南
の
国
際
拠
点
空
港
と
し
て
国

交
通
に
関
す
る
基
本
方
針

第
二
章

交

通

内
及
び
国
際
航
空
路
線
の
拡
大

・
空
港
施
設
及
び
機
能
の
拡
充
強

化
に
向
け
て
、
関
係
機
関
等
に
要
請
し
て
い
く
。

い

主
な
施
策

①
交
流
を
進
め
る
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

地
域
高
規
格
道
路
（
北
薩
横
断
道
路
）
に
つ
い
て
は
、
生
活

者
に
配
慮
し
な
が
ら
、
三
県
架
橋
や
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

へ
の
接
続
及
び
県
立
北
薩
広
域
公
園
・
鹿
児
島
空
港
・
九
州
自

動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
早
期
整
備
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
の

協
力
を
進
め
な
が
ら
整
備
促
進
を
図
る
。
さ
ら
に
歩
行
者
等
の

交
通
安
全
を
図
る
た
め
に
、
自
歩
道
施
設
を
促
進
す
る
。

②
利
便
性
を
高
め
る
町
道
の
整
備

町
内
の
各
地
か
ら
幹
線
道
路
や
町
中
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

容
易
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
町
道
等
の
拡
幅
及
び
改
良

を
推
進
す
る
。
ま
た
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
対
応
で
き
る
よ
う

集
落
間
を
結
ぶ
迂
回
路
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
周

辺
や
集
落
の
中
心
部
等
に
高
齢
者
や
障
害
者
等
に
配
慮
し
た
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
促
進
す
る
。

③
交
通
弱
者
等
の
移
動
手
段
に
対
す
る
支
援

現
在
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
維
持
に
向
け
て
関
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係
機
関
に
要
請
し
て
い
く
と
と
も
に
、
町
民
の
利
用
促
進
に
努

め
る
。
ま
た
、
通
学
や
通
院

・
買
い
物
等
の
移
動
が
困
難
な
高

齢
者
や
学
生
な
ど
、
交
通
弱
者
等
の
町
内
移
動
手
段
に
対
す
る

支
援
を
図
る
。

④
空
港
の
整
備
促
進

鹿
児
島
空
港
に
つ
い
て
は
、

平
成
四
年
の
空
港
運
用
時
間
延

長
や
空
港
ビ
ル
の
改
築

・
拡
張
に
伴
い
、
発
着
便
数
の
増
便
や

乗
降
客
の
増
加
が
見
ら
れ
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
役
割
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
空
港
関
連
施
設
の
整
備
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
南
九
州
の
玄
関
口
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
空
港
の
機

能
強
化
を
促
進
す
る
。

国
及
び
県
等
の
土
木
行
政
の
展
望

国
及
び
地
方
財
政
は
、
長
期
化
し
て
い
る
経
済
の
低
迷
、
累
積

す
る
公
債
残
高
に
よ
り
硬
直
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
戦
後
か
ら
今

日
に
至
る
ま
で
、
国
の
再
生
復
興
に
影
響
力
を
持
ち
、
豊
か
な
国

民
生
活
の
支
え
や
効
率
的
で
競
争
力
の
あ
る
経
済
活
動
の
現
実
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
た
公
共
事
業
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
来
て
お

り
、
今
後
更
に
投
資
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
る
等
先
行
き
不
透
明
な

現
状
に
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
あ
る
の
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な

把
握
と
整
備
に
対
す
る
町
民
の
理
解

・
協
力
を
得
な
が
ら
、
投
資

に
対
す
る
効
果
を
見
極
め
つ
つ
、
事
業
の
必
要
性
を
厳
格
に
検
討

し
な
が
ら
行
政
執
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

交
通
圏
域

・
交
通
量

昭
和
四
十
七
年
鹿
児
島
空
港
が
開
港
し
て
以
来
、
九
州
自
動
車

道
の
完
成
と
、
県
内
各
地
と
空
港
を
結
ぶ
地
方
道
の
整
備
が
漸
次

進
め
ら
れ
、
県
都
鹿
児
島
市
や
、
県
内
外
及
び
南
九
州
近
接
市
町

村
と
の
距
離
短
縮
に
加
え
時
間
短
縮
が
計
ら
れ
て
き
た
。

輸
送
機
関
と
し
て
は
、
空
港
と
鹿
児
島
市
を
結
ぶ

一
0
分
間
隔

の
空
港
バ
ス
が
、
所
要
時
間
五

0
分
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

県
内
及
び
南
九
州
主
要
都
市
と
空
港
を
結
ぶ
路
線
も
開
設
さ
れ
、

空
港
利
用
者
の
利
便
が
計
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
地
方
道
バ
ス
は
、
自
家
用
車
の
普
及
で
乗
客
が
激
減
し
、

年
々
運
行
回
数
も
減
便
さ
れ
て
い
る
。
溝
辺
（
空
港
を
含
む
）
発

着

・
経
由
の
バ
ス
運
行
状
況
は
次
の
と
お
り
。

展
望

そ
の
他
土
木
行
政
に
関
す
る
住
民
の
意
見
要
望
等
の
取
扱
い
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の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

お
り
、
昭
和
六
十
二
年
に
比
し
六
万
二

0
0
0
台

度
の
利
用
台
数
は
七
四
万
五

0
0
0
台
と
な
っ
て

ち
な
み
に
、
空
港
県
営
駐
車
場
の
平
成
十
三
年

五

△
加
世
田

四

△
国
分

・
隼
人

―
二
．
五

△
枕
崎
―
二

△
指
宿
一

四

△
大
ロ

・
水
俣

△
出
水

・
阿
久
根
・

串
木
野
ニ
ニ

△
垂
水

△
都
城

六

△
谷
山

一
六

△
大
ロ
・

横
川
・
加
治
木

・
姶
良

四

△
霧
島

△
川
内

△
志
布
志

四

△
鹿
屋

一
六

△
鹿

児

島

八

〇

往
復
便
数

第228表 バス運行表 平成15年現在

バ ス 名 区 間 便 数 平成元年時便数

鹿児島交通 空港～鹿児島 40往復 37往復

同 空港～鹿屋 16往復 8往復

同 空港～志布志 4往復 6往復

同 空港～谷山 8往復

同 空港～都城 6往復

同 空港～垂水 3往復

同 空港～枕崎 12往復

同 空港～加世田 4往復

同 空港～指宿 9往復

南 国 バ ス 空港～鹿児島 40往復 54往復

同 空港～隼人 1往復 7往復

同 空港～川内 6往復 8往復

同 空港～霧島 1往復 7往復

同 空港～横川 1往復 1往復

同 空港～谷山 8往復

同 空港～大口 2往復

同 空港～大ロ ・水俣 3往復

同 空港～宮之城 ・出水 ・阿久根 12往復

同 空港～加治木 ・姶良 42往復

林 田 パ ス 空港～串木野 10往復

同 空港～川内 6往復

同 空港～国分 ・隼人 10.5往復 5往復

同 霧島～空港～指宿 5往復
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第 5部 通信・交通・土木編

24
時
間
観
測
；
午
前
3
時
か
ら
翌
日
午
前
3
時

12
時
間
観
測

；
午
前
7
時
か
ら
午
後
7
時

第229表

平
成
11
年
10
月
3
日
（
日
）
天
候
晴

0
休
日
調
査
日

24
時
間
観
測

こ
午
前
7
時
か
ら
翌
日
午
前
7
時

12
時
間
観
測
；
午
前

7
時
か
ら
午
後
7
時

平
成
11
年

10
月
7
日
（
木
）

天

候

晴

0
平
日
調
査
日

J

と
に
起
因
す
る
の
で
は
と
推
察
で
き
る
。

い
る
の
は
、
増
加
路
線
に
比
べ
減
少
路
線
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

道路交通センサス（平成11年度版）

傾
向
で
あ
る
の
に
対
し

一
般
県
道
今
別
府
牧
園
線
が
減
少
し
て

主
要
地
方
道
隼
人
加
治
木
線
及
び
一
般
県
道
崎
森
隼
人
線
が
増
加

交
通
量
の
変
遷

お
り
で
あ
り
、

一
部
路
線
を
除
い
て
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

本町における国道及び県道の交通量の状況は下表のと平成 11 年 度 平成9年度
比較

路線名 観測場所 平 日 休 日 平 日 平 日
12時間 12時間 24時間 1 2時間

（％） 

溝辺IC~
13,047 11,239 16,347 13,253 -1.55 

加治木IC
九州自動車道

溝辺IC~
横川IC

9,040 7,301 11,654 8,821 2.48 

空港前 12,788 11,300 16,369 10,993 16.33 

国道 504号
木佐貫 8,354 5,958 10,693 8.577 2.60 

竹 子 2,519 1,961 3,224 2,461 2.36 

西光寺 12,445 10,098 15,930 10,993 13.2 

伊集院蒲生溝辺
下有川 6,380 4,387 8,029 6,116 4.3 

竹 子 1,671 1,074 2,089 1,634 2.26 

栗野加治木 （横川町床波） 10,162 6,532 12,398 9,241 9.97 

隼人加治 木
麓論地 7,189 5,542 8,986 7,155 0.48 

（隼人嘉例川） 2,766 3,365 3,375 2,530 9.33 

崎森隼人 （隼人町上野） 5,560 3,422 6,728 4,053 37.18 

今別府牧 園 （横川町岩穴） 195 157 236 465 -58.06 

単位：台
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第 2章 交 通

自動車保有台数の変遷

本町における，車種別自動車登録台数は下表のとおりである。

第230表 自動車保有台数の変遷

~ 年次

乗用車
乗合

貨物車
特殊

軽自 小型 三輪
総数

動車 二輪 貨物普通 小型 普通 小型

平成元年 3,421 24 2,155 42 209 918 73 

平成 2年 3,550 48 2,266 44 226 896 70 

平成 3年 3,629 77 2,318 44 243 875 72 

平成4年 3,681 99 2,348 44 250 862 78 

平成 5年 3,728 144 2,328 45 274 852 85 

平成6年 4,196 228 2,544 54 311 893 166 

平成 7年 4,317 327 2,562 48 332 868 180 

平成 8年 4,514 467 2,634 51 340 840 182 

平成 9年 7、013 553 2,399 55 323 763 116 2,752 51 1 

平成10年 7,117 642 2,359 52 323 750 136 2,807 47 1 

平成11年 7,246 710 2,311 59 323 734 128 2,926 54 1 

平成12年 7,556 816 2,406 60 321 712 134 3,049 57 1 

平成13年 7,864 906 2,513 63 329 683 129 3,180 60 1 

平成14年 8,130 966 2,509 65 340 660 132 3,393 64 1 

平成15年 8,080 989 2,394 64 318 636 137 3,466 75 1 

資料提供：加治木総務事務所 県自動車税管理事務所 町税務課

良
済
み
と
な

っ
て
い
る
が
、
竹
子
栗
下
以
北

に
は
歩
道
設
置
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
竹
子

校
区
の
児
童
•

生
徒
や
一
般
歩
行
者
の
通
行

ま
た
、

栗
下
以
南
に
つ
い
て
も
歩
道
設
置

は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

旧
規
格
で
の
設

慢
性
的
な
渋
滞
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
の

で
、
早
急
な
車
線
の
複
線
化
が
望
ま
れ
る
。

駐
車
場
入
り
口
間
は
、
土
・
日
・
祝
祭
日
は

更
に
、
物
産
館
よ
こ
で

1
ろ
前
か
ら
空
港

置
で
あ
り
、
新
規
格
で
の
設
置
が
望
ま
れ
る
。

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

町
境
か
ら
隼
人
町
境
ま
で
の
溝
辺
区
間
は
改

町
内
を
走
る
一
般
国
道
五

0
四
号
は
、
横
川

平
成
五
年
四
月
一

日
、
供
用
開
始
さ
れ
た

1

国

道
国
道

・
県
道
・

町
道
の
現
況
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J

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
方
特
定
整
備
事
業
（
起
債
事
業
）

と
な
っ
て
い
る
。

改
良
延
長
は
五
八
．
九
km
と
な
っ
て
お
り
、
未
改
良
率
三
八
．
三
％

規
格
改
良
済
延
長
（
幅
員
四

m
以
上
）
が
九
二
．
九
km
で
、
未

い
る
。

八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
規
格
改
良
済
率
が
六

一
．
二
％
と
な
っ
て

各
集
落
を
結
ぶ
道
路
網
を
形
成
し
て
お
り
、
総
延
長
が
一
五

他
町
道
一
〇
八
路
線

・
計

一
三
二
路
線
が
あ
り
、
主
要
集
落
道
と

町
道
は

一
級
町
道

一
四
路
線

・
ニ
級
町
道
一
〇
路
線

・
そ
の

3

町

道

い
て
も
年
次
的
に
改
良
が
進
ん
で
い
る
。

更
に

一
般
県
道
で
あ
る
崎
森
隼
人
線
・
今
別
府
牧
園
線
に
つ

着
工
目
前
と
な
っ
て
い
る
。

・
隼
人
加
治
木
線
の
改
良
率
は
ほ
ぼ

一
0
0
％
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た

一
般
県
道
で
あ
る
崎
森
隼
人
線

・
今
別
府
牧
園
線

の
改
良
率
は
五

0
％
と
な
っ
て
い
る
。

主
要
地
方
道
伊
集
院
蒲
生
溝
辺
線
の
有
川
S
空
港
間
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね

一
0
年
後
の
完
成
を
目
途
に
新
設
が
予
定
さ
れ
、

町
内
の
主
要
地
方
道
栗
野
加
治
木
線

・
伊
集
院
蒲
生
溝
辺
線

2

県

道

第231表 国道・県道の整備状況 （平成13年4月1日現在 単位：m) 

路線名 延長 改良済 未改良 舗装済 歩道延長

一般国道 5 0 4号 13,268 13,268 

゜
13,268 9,217 

主 要 地 方 道 4,250 4,190 60 4,250 3,057 
栗 野加治木線

主 要 地 方 道
3,220 3,220 

゜
3,220 1,870 

隼 人加治木線

主 要 地 方 道
6,256 6,256 

゜
6,256 3,290 

伊 集 院蒲生溝辺線

主要地方道計 13,726 13,666 60 13,726 8,217 

一般県道崎森隼人線 2,406 1,204 1,202 2.406 736 

一般県道今別府牧園線 3,638 1,806 1,922 3,580 

゜一般県道計 6,044 3,010 3,214 5,986 736 

県 道 計 19,770 16,676 3,274 19,712 8,953 

況
で
あ
る
。

や
町
費
単
独
事
業
等
に
よ
り
、
年
次
的
に
改
良
を
進
め
て
い
る
状
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第 3章 河 JI! 

五
0
0名
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

館
長
等
で
構
成
さ
れ
、
愛
護
作
業
へ
の
参
加
者
は

一
回
に
つ
き

設
立
当
初
（
昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
一
日
）
の
主
要
目
的
は

第
三
章

本
町
の
主
な
河
川
は
下
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
特
筆

す
べ
き
は
網
掛
川
の
河
川
改
修
と
そ
の
後
の
維
持
管
理
で
あ
る
。

雨
期
に
な
る
と
毎
年
繰
り
返
さ
れ
た
網
掛
川
の
氾
濫
も
、
昭
和

六
十
年
の
河
川
改
修
完
了
を
境
に
す
っ
か
り
影
を
ひ
そ
め
、
流
域

水
田
の
被
害
も
な
く
な

っ
た
。

河
川
改
修
の
要
望
で
あ

っ
た
「
溝
辺
町
網
掛
川
を
守
る
会
」
の
活

動
も
、
現
在
で
は
自
ら
の
河
川
を
自
ら
が
守
る
活
動
（
年
二
回
の

河
川
愛
護
作
業
）
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

組
織
は
、
有
川
大
字
役
員
と
竹
子
大
字
役
員
に
沿
線
自
治
公
民

ま
た
、

河
川
に
生
い
茂
る
葦
の
問
題
で
は
、
魚
や
蛍
な
ど
生
態

系
に
重
き
を
置
く
か
、
防
災
を
優
先
さ
せ
る
か
で
数
年
苦
慮
し
て

き
た
が
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
順
次
葦
と
寄
州
の
除
去
が
県
に
よ

主
要
河
川
（
二
級
・
準
用
）
の
状
況

河

JI I 

第232表

水系 河川名 起点 終 点 河川延長

網掛川 左岸 溝辺町竹子真幸目原1430番2 終点 溝辺町内
(2級） 右岸 溝辺町竹子宮床3001番34 錦江湾に至る 1 l.7Km 

網掛川
宇曽ノ木川 左岸 溝辺町竹子永尾3003番3地 加治木町で 溝辺町内
(2級） 右岸 溝辺町町道極楽木場線 網掛川に合流 6.4Km 

崎森）I[ 左岸 溝辺町麓廣見4707番地先 加治木町で 溝辺町内
(2級） 右岸 溝辺町麓廣見4712番地先 網掛川に合流 2.0Km 

天降 川
久留味川 左岸 横川町上の洗出4850番1地先 隼人町で 溝辺町内

(2級） 右岸 溝辺町竹子野坂2979番4地先 天降川に合流 11.3.Km 

日木山川
日木山 川 左岸 溝辺町崎森前原1712番地 終点 溝辺町内

(2級） 右岸 溝辺町崎森通山1234番3 錦江湾に至る 2.5Km 

網掛川
宮田川 起点麓字西ノ丸4497番1地先 加治木町で 溝辺町内

（準用） 終点 麓字福ヶ迫4947番地先 網掛川に合流 1.5km 
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屋
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

網掛川（竹子地区）

ま
た
、
平
成
七
年
に
な
る
と
、
沿
線
に
昧
土
佐
屋
に
よ
る
溝
辺

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
進
出
が
あ
り
、
河
川
の

一
部
改
修
が
土
佐

「
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
」
が
平
成
十

一
年
七
月
に
可
決
成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、

国
有
財
産
で
あ
っ
た
法
定
外
公
共
物
（
里

・
道

・
水
路
）
で
公
共

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
自
治
事
務
と

し
て
機
能
管
理

・
財
産
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
ま
で
（
平

成
十
五
年
四
月
現
在
）
五
大
字
の
う
ち
、

三
縄
地
区

・
麓
地
区

・

有
川
地
区
の
譲
与
手
続
き
を
終
え
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い

「
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す
る
条
例
」
及
び

「
法
定
外
公
共
物
の
管
理
に
関
す
る
規
則
」
を
制
定
し
、
同
上
財

（
平
成
十
五
年
四
月
現
在
）
法
定
外
公
共
物
の
払
い

下
げ
申
請
は
な
い
が
、
今
後
同
上
申
請
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
総

合
窓
口
に
土
木
課
が
な
り
、
関
係
各
課
で
払
い
下
げ
事
務
を
行
う

と
に
な
る
。

現
地
に
精
通
し
た
市
町
村
が
同
上
事
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

迅
速
な
事
務
処
理
が
可
能
に
な

っ
た
。

現
在
ま
で

産
の
適
正
な
管
理
を
行

っ
て
い
る
。

地
方
分
権
等
で
生
じ
た
里
道

・
水

路
の
状
況
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第4章 防 災

第233表 事業実績

第
四
章

地区名 実施年度

平成 2年度~3年度

平成 7年度~10年度

概算事業費

中石原

祝儀園

70,000千円

247,000千円

防

災

公共土木災害復旧事業

第234表 公共土木災害復旧事業

工 種 金額 工 種 金額

平成2年災 平成9年災

河川 2件 河川 1件
道路 11件 道路 9件
計 13件 20,150,000 計 10件 17,830,000 

平成3年災 平成10年災

河川 1件 河川 0件
道路 10件 道路 4件
計 11件 32,860,000 計 4件 6,820,000 

平成4年災 平成11年災

河川 0件 河川 1件
道路 1件 道路 9件
計 1件 3,770,000 計 10件 16,780,000 

平成5年災 平成12年災

河川 10件 河川 0件
道路 49件 道路 7件
計 59件 195,700,000 計 7件 14.970,000 

平成6年災 平成13年災

河川 4件 河川 0件
道路 5件 道路 6件
計 9件 86,300,000 計 6件 36,890,000 

平成7年災 平成14年災

河川 0件 河川 0件
道路 7件 道路 0件
計 7件 12,880,000 計 0件

゜平成8年災 平成15年災

河川 0件 河川 0件
道路 13件 道路 0件
計 13件 29,610,000 計 0件

゜

4

事
業
費
が
七
、
0
0
0
万
円
以
上
の
も
の
。

採
択
基
準
に
つ
い
て
は
下
記
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

等
著
し
い
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
。

3

人
家
概
ね

一
0
戸
（
公
共
的
建
物
を
含
む
）

以
上
に
倒
壊

2

移
転
適
地
が
な
い
こ
と
。

上
で
あ
る
こ
と
。

1

急
傾
斜
地
（
傾
斜
度
三
0
度
以
上
）

の
高
さ
が
一

0
m
以
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都
市
計
画
事
業
の
変
遷

鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
昭
和
四
十
七
年
鹿
児
島
空

港
開
港
、
昭
和
五
十
一
年
九
州
自
動
車
道
溝
辺
鹿
児
島
空
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
な
ど
空
陸
高
速
交
通
体
系
の
整
備
に
伴

い
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
企
業
進
出
は
、
本
町
の
み
な
ら
ず
通
勤

可
能
な
周
辺
都
市
ま
で
及
び
、
過
疎
化
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
本
町

の
様
相
を

一
変
し
、
扉
用
機
会
の
増
大
は
人
口
増
へ
と
転
じ
、
産

業
形
態
も

一
次
産
業
中
心
か
ら
二
次、

三
次
産
業
へ
の
著
し
い
変

化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

第
五
章

昭
和
五
十
年
九
月
に
鹿
児
島
空
港
を

中
心
と
す
る
六
九
o
ha
を
都
市
計
画
区
域
と
し
て
指
定
し
た
。
そ

の
後
社
会
情
勢
の
変
貌
に
よ
り
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
に
空
港

一

帯
か
ら
崎
森
地
区
を
含
む
六
三
八
ha
を
追
加
し
、
本
町
の
約
二

-
％
の
面
積
に
あ
た
る

一
、
三
二

八
ha
を
都
市
計
画
区
域
と
し
て

新
た
に
指
定
し
て
い
る
。

更
に
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
に
は
用
途
地
域
二
0
六
．
四
ha
を

都
市
計
画

商
業
地
域

ニ
四
ha

（
一
六
．
五
％
）

一
三

ha

五
．
四

ha

二
．
六
％
）

六
．
三
％
）

一
四
ha

六
．
八
％
）

――ニ
ha

指
定
し
、
平
成
四
年
の
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
改
正
に

よ
り
、
住
環
境
の
保
護
、
市
街
地
形
態
の
多
様
化
へ
の
対
応
等
を

目
的
と
し
て
、
用
途
地
域
の
種
類
が
八
種
類
か
ら

一
―
一種
類
に
改

め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
八
年
四
月
、
現
況
に
即
し
た
新
用

第

一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第

一
種
住
居
地
域

第
二
種
住
居
用
地

準
住
居
地
域

準
工
業
地
域

状
況
と
展
望

（
一
三
．
五
％
）

（
五
四
．
三
％
）

年
間
約
六

0
0
万
人
以
上
の
利
用
客
数
を
誇
る
鹿
児
島
空
港
、

高
規
格
幹
線
道
路
の
九
州
自
動
車
道
、
主
要
幹
線
道
路
の
国
道
五

0
四
号
線
等
が
整
備
さ
れ
、
更
に
鹿
児
島
市
と
鹿
児
島
空
港
を
結

ぶ
外
環
状
線
で
あ
る
主
要
地
方
道
伊
集
院
蒲
生
溝
辺
線
の
改
良
工

事
が
実
施
中
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路
の
北
薩
横
断
道

路
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
広
域
交
通
体
系
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

途
地
域
に
指
定
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

ニ
八
ha
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本
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
道
路
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
を
図
り

利
用
の
高
度
化
が
図
ら
れ
る
。

鹿
児
島
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
を
更
に
高
め
る
た
め
、
広
域
交

通
の
利
便
性
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
市
街
地
を

支
え
る
都
市
計
画
道
路
久
保
山
北
原
線
等
の
都
市
幹
線
道
路
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
面
的
整
備
と
街
路
事
業
の
促
進
に
よ
り
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

区
画
整
理
事
業
の
状
況
と
展
望

鹿
児
島
空
港
都
市
の
建
設
を
目
指
し
て
、
空
港
周
辺
の
市
街
地

形
成
を
進
め
る
べ
く
、
平
成
五
年
三
月
麓
地
区
四

二
．五
ha
の
区

域
を
都
市
計
画
決
定
し
、
平
成
五
年
度
か
ら
麓
第

一
土
地
区
画
整

理
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
事
業
実
施
計
画
の
承
認
等

の
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
七
年
八
月
南
部
地
区

（
論
地
地
区
）

の
面
的
整
備
を
開
始
し
て
い
る
。

本
工
事
着
手
以
来
、
建
物
移
転
、
宅
地
整
地
、
道
路
築
造
等
と

順
次
事
業
推
進
を
図
り
、
換
地
な
ど
時
間
を
要
し
て
い
る
が
、
平

成
十
四
年
度
末
に
お
け
る
進
捗
率
は
、
事
業
費
ベ

ー
ス
で
五
九
％
、

仮
換
地
指
定
は
六

二
％
で
あ
り
現
在
、
平
成
十
九
年
度
完
成
に
向

け
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

宅
地
の
利
用
増
進
を
高
め
る
と
と
も
に
、
良
好
な
都
市
機
能
（
防

災
、
交
通
安
全
、
交
通
の
円
滑
化）

の
確
保
を
図
り
、
健
全
な
市

街
地
の
形
成
及
び
生
活
環
境
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

換
地
処
分
（
嘱
託
登
記
事
務
）
を
含
め
た
完
成
予
定
年
度
は
平

成
十
九
年
度
で
あ
る
が
、
事
業
の
全
体
計
画
区
域
が
広
く
、
区
域

内
及
び
区
域
境
界
の
地
形
や
形
状
・
標
高
差
等
地
理
的
要
因
に
加

え
、
換
地
の
手
法
と
し
て
個
々
の
住
宅
を
移
転
し
な
が
ら
道
路
等

の
整
備
を
進
め
て
い
る
た
め
、
事
業
の
長
期
化
傾
向
に
あ
り
、
三

年
に

一
回
は
事
業
計
画
並
び
に
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
事
業
の
進
捗
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
都
市
計
画

商
業
地
域
・
準
工
業
地
域
な
ど
主
要
用
途
の
配
置
に
よ
り
、
県

や
周
辺
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
鹿
児
島
臨
空
団
地
の
早
期
完
成
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
本
県
の
交
通
の
要
衝
の
地
と
し
て
空
港
関

連
サ
ー
ビ

ス
業
や
食
品
製
造
業
、
流
通
関
連
業
の
企
業
を
中
心
に

誘
致

．
導
入
す
る
こ
と
で
商
業

・
流
通
業
務
施
設
の
集
積
等
土
地
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麓
第

一
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
は
、
宅
地
化
が
な
さ
れ

健
全
な
市
街
地
化
が
進
み
区
域
内
人
口
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
公

園
整
備
に
よ
り
憩
い
の
場
の
提
供
が
図
ら
れ
、
地
域
児
童
の
安
全

な
遊
び
が
確
保
で
き
る
。
ま
た
、
区
画
の
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
都
市
防
災
機
能
が
高
ま
り
消
防
活
動
の
円
滑
化
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
安
全
な
生
活
環
境
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
は
少
な
い
。

れ
て
お
り
、
市
街
地
外
の
無
秩
序
な
開
発
に
よ
り
不
良
な
市
街
地

整
理
事
業
に
よ
る
面
的
基
盤
整
備
と
良
好
な
宅
地
供
給
が
実
施
さ

用
途
地
域
の
指
定
さ
れ
て
い
る
市
街
地
に
お
い
て
、
土
地
区
画
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ー

地
域
間
バ
ラ
ン
ス

現
状
と
課
題

住
民
と
の
関
わ
り
の
視
点

（
人
口
規
模
と
定
住
化

・
人
口
は
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
近
い
将
来
、
人
ロ

一
万
人

よ
う
に
進
め
る
か
が
課
題
と
な
る
。

・
人
口
、
世
帯
数
の
増
加
を
住
宅
の
所
有
関
係
別
に
見
る
と
、

借
家
数
の
増
加
が
持
家
の
増
加
を
上
回
り
、
借
家
人
口
の
増

て
い
る
。
地
域
を
長
期
に
支
え
る
持
家
定
住
者
の
増
加
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

2
 加

は
持
家
人
口
の
約
三
倍
で
あ
る
。
持
家
率
は
年
々
低
下
し

行
し
て
い
る
。

さ
ら
に
昼
間
人
口
は
増
加
す
る
。

昼
間
人
口
の
定
住
を
ど
の

を
進
め
て
お
り
｀
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
展
開
す
れ
ば

地
区
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
有
川
地
区
は
ほ
ぼ
横
這
い
で

あ
る
が
、
北
部
の
竹
子
、

三
縄
の
両
地
区
は
人
口
減
少
が
続

化
が
進
む
と
思
わ
れ
る
が
、
成
り
行
き
に
任
せ
る
だ
け
で
は

確
実
に
無
秩
序
な
住
宅
地
と
な
る
。
そ
の
と
き
に
な
っ
て
元

③

少
子
高
齢
化
社
会

・
高
齢
化
の
進
行
状
況
は
県
平
均
よ
り
は
五
年
程
遅
れ
て
い
る

が
、
逆
に
国
の
平
均
よ
り
五
年
程
先
行
し
て
お
り
着
実
に
進

・
高
齢
者
の
割
合
も
北
部
の
竹
子
、
三
縄
の
両
地
区
で
高
く
‘

南
部
の
麓
、
崎
森
地
区
は
相
対
的
に
低
い
。
ま
た
、
小
学
校

の
学
童
数
で
は
、
新
し
い
居
住
者
の
進
出
が
少
な
い
竹
子
小

学
校
（
竹
子
地
区
）
は
小
規
模
で
、
溝
辺
小
学
校
（
有
川
、
三
縄

の
良
き
時
代
の
環
境
を
求
め
て
も
す
で
に
手
遅
れ
で
あ
る
。

間
人
口
の
入
超
で
あ
る
。
県
臨
空
団
地
計
画
は
、
基
盤
整
備

昼
夜
人
口
比
は

一―

五
％
（
平
成
十
二
年
国
勢
調
査
）
で
、
昼

突
破
を
目
指
し
て
い
る
。

空
港
周
辺
及
び
南
部
地
区
で
は
、
長
期
的
に
は
着
実
に
都
市

い
て
い
る
。

溝
辺
町
の
人
口
増
加
を
支
え
て
い
る
の
は
南
部
の
麓
、
崎
森

第
六
章

住

宅

・
臨
海
部
の
市
町
と
比
較
し
て
、
溝
辺
町
は
緑
豊
か
な
自
然
環

境
が
残

っ
て
い
る
こ
と
、
空
が
広
く
高
台
で
風
通
し
が
良
い

こ
と
、
地
価
が
安
い
た
め
広
い
敷
地
を
入
手
可
能
で
あ
る
こ

と
等
で
あ
る
。
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風
通
し
が
良
い

要
が
あ
る
。

加
治
木
あ
る
い
は
国
分
・
隼
人
方
面
ま
で
通
学
す
る
必

開
か
れ
た
空
間
が
あ
る

境
は
評
価
さ
れ
る
。

や
通
院
の
便
が
良
く
な
い
。

自
然
の
緑
地
、
農
地
の
緑
等
、
み
ど
り
に
囲
ま
れ
た
環

2

住
宅
地
と
し
て
の
長
所
・
短
所

（

長

所

・
自
然
環
境
が
良
い

に
あ
り
、
広
域
移
動
の
便
が
良
い
。

室
・
便
所
の
使
い
勝
手
」
の
二
点
に
集
中
し
て
い
る
。

の
主
な
点
は

校
（
麓
、
崎
森
地
区
）
は
ほ
ぼ
一
定
と
な
っ
て
い
る
。

・
高
齢
者
は
、

旧
来
か
ら
の
地
元
住
民
で
あ
り
、
伝
統
的
な
農

「
玄
関

・
廊
下
等
の
段
差
の
問
題
」

島
の
山
並
み
が
見
え
る
等
、

と

台
地
の
上
で
空
が
広
く
、
開
か
れ
た
景
色
が
あ
り
、
霧

開
放
感
が
あ
る
。

「浴

住
宅
の
構
造
上
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
高
齢
者
は
多
く
、
そ

自
然
災
害
の
心
配
が
な
く
安
全
性
が
高
い
。

・
広
域
交
通
の
便
が
良
い

鹿
児
島
空
港
や
九
州
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
、
国
道
や
主
要
地
方
道
等
の
道
路
交
通
の
要
の
位
置

②

短

所

•
生
活
利
便
に
欠
け
る

町
内
に
大
型
店
や
病
院
が
な
い
な
ど
、
現
状
は
買
い
物

・
通
学
の
便
が
悪
い

町
内
に
は
高
等
学
校
が
な
い
た
め
、
高
校
生
に
な
る
と

常
に
多
い
。

広
い
平
地
で
あ
る
た
め
、
土
砂
崩
れ
や
浸
水
と
い
っ
た

介
護
を
受
け
た
い
場
所
と
し
て

「
自
宅
」

と
答
え
た
人
が
非

•
安
全
な
土
地
で
あ
る

う
傾
向
に
あ
る
。
福
祉
計
画
に
お
け
る
高
齢
者
の
調
査
で
も

が
安
い
。

村
型
の
社
会
に
属
し
て
お
り
、
高
齢
者
施
設
へ
の
入
居
は
嫌

土
地
に
余
裕
が
あ
り
、
臨
海
部
の
市
町
と
比
べ
て
地
価

地
価
が
安
い

ど
よ
り
涼
し
い
。

地
区
）
は
減
少
、
新
し
い
住
民
が
比
較
的
に
多
い
陵
南
小
学

谷
筋
の
住
宅
地
と
比
べ
て
風
通
し
が
良
く
、
海
岸
部
な
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宅
に
あ
っ
て
も
よ
り
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ

公
営
住
宅
の
現
状
と
問
題

定
住
促
進
の
役
割

・
溝
辺
町
の
公
営
住
宅
は
、
比
較
的
若
い
世
代
の
入
居
が
多
く
、

こ
れ
ま
で
も
定
住
化
を
促
す

一
定
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

た
だ
、

昼
間
人
口
は
一
―
五
％
も
入
超
で
あ
る
他
、
住
宅
二

ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
昨
今
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
公
営
住

点
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。

を
活
か
す
こ
と
で
魅
力
を
高
め
、
生
活
利
便
に
劣
る
弱

空
港
の
あ
る
町
と
し
て
、
位
置
的
に
は
認
知
さ
れ
て
い

る
が
、
臨
海
部
と
比
較
す
る
と
生
活
利
便
性
に
劣
り
、

山
間
部
か
ら
は
目
標
と
す
る
都
市
的
生
活
の
途
中
の
よ

う
な
印
象
が
あ
る
。
住
宅
政
策
と
し
て
は
地
域
の
長
所

要
を
ベ
ー
ス
と
し
た
民
問
側
の
供
給
が
期
待
で
き
る
が
、
減

少
地
区
に
お
け
る
人
口
誘
導
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
・
公
営

住
宅
に
成
果
を
期
待
す
る
部
分
が
多
い
。

③

長
寿
社
会
へ
の
対
応

・
住
宅
側
か
ら
の
支
援
策
と
し
て
は
、
高
齢
者
が
安
全
に
安
心

「
福
祉
と
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」

の
二
本
立
て
の
対

応
策
が
あ
る
。
公
営
住
宅
と
し
て
考
え
ら
れ
る
点
で
は
、
新

築
あ
る
い
は
改
修
に
お
け
る
高
齢
者
対
応
と
生
活
支
援
機
能

（
福
祉
）
を
備
え
た
住
宅
等
が
考
え
ら
れ
る
。

い

多
様
な
住
宅
ニ
ー
ズ
の
存
在

・
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
、
核
家
族
化
や
少
子
化
に
よ
る
小
規
模

り
ハ
ー
ド
面
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
と
ソ
フ
ト
面
で
の

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
空
間
を
整
備
す
る
こ
と
に
あ

地
区
に
お
け
る
持
家
（
宅
地
を
含
む
）
供
給
や
借
家
供
給
は
需

住
宅
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
瞭
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

減
少
地
区
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
。
増
加

食
品
関
連
企
業
が
稼
動
す
れ
ば
、
男
女
と
も
に
就
労
機

会
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
保
全
の
た
め
に
も
、
人
口

計
画
中
の
臨
空
農
エ
団
地
に
予
定
さ
れ
て
い
る
物
流

③

住

宅

地
と
し
て
の
不
満
と
期
待

・
空
港
関
連
以
外
の
職
場
が
少
な
い
が
、
期
待
感
は
あ
る
。

得
層
に
向
け
た
住
宅
供
給
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
間
人
ロ
バ
ラ
ン
ス
の
調
整

2
 

•
町
内
に
お
け
る
人
口
増
加
地
区
と
減
少
地
区
は
は

っ
き
り
し

る
。
特
に
若
年
層
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
住
宅
や
、
中
間
所
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世
帯
の
増
加
等
、
こ
れ
ま
で
増
大
化
の
一
方
で
あ
っ
た
住
宅

規
模
に
対
し
て
「
小
さ
く
て
も
良
い
か
ら
安
い
も
の
を
望
む
」

等
の
ニ
ー
ズ
や
、
「
公
営
住
宅
の
収
入
基
準
を
上
回
る
層
の

賃
貸
住
宅
ニ
ー
ズ
」
等
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
民
間
と

の
共
同
研
究
あ
る
い
は
役
割
分
担
の
も
と
に
、
公
共

・
公
営

住
宅
に
あ

っ
て
も
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
応
え
る
必
要
が
あ

る
。

固

公
営
住
宅
ス
ト

ッ
ク
が
建
替
時
期
を
迎
え
る

・
す
で
に
建
替
時
期
に
入

っ
て
い
る
昭
和
四
十
年
代
に
建
設
さ

れ
た
簡
易
耐
火
造
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
造
）
の
団
地
に

加
え
て
、
今
後
十
五
年
程
す
る
と
空
港
開
港
後
に
大
量
に
建

設
さ
れ
た
中
層
耐
火
造
(
R
C
造
）
の
住
宅
が
、
建
替
の
時
期

を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
財
政
枠
や
地
球
環
境
保
全
等
の
複

合
的
な
視
点
か
ら
、
事
業
手
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

こ
の
た
め
、
建
替
と
い
う
手
法
に
限
定
す
る
こ
と
な

く
、
改
善
に
よ
る
長
期
活
用
等
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
必

要
に
な
る
。
ま
た
長
期
活
用
の
た
め
に
は
、
日
常
の
維
持
保

全
や
定
期
修
繕
に
つ
い
て
も
計
画
的
な
実
施
が
必
要
と
な
る
。

固

住
宅
関
連
産
業

・
公
営
住
宅
の
建
設
や
大
規
模
な
改
修
等
の
事
業
実
施
に
あ
た

ー

計
画
推
進
体
制
の
整
備

っ
て
は
、

地
域
の
住
宅
建
設
を
担
う
人
材
の
活
用
、
あ
る
い

は
官
民
協
力
に
よ
る
住
宅
提
供
等
、
地
域
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
を
踏
ま
え
た
産
業
政
策
と
し
て
の
視
点
が
重
要
で
あ

る
。

m
良
質
な
住
宅
ス
ト

ッ
ク
の
形
成

•

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
生
活
水
準
の
向
上
に
伴
い
、
建
築

後
長
期
の
期
間
が
経
過
し
た
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
設
備
や
間

取
り
等
に
、
現
在
の
生
活
像
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
住
居
水
準
だ
け
で
な
く
、
快
適
さ
に

関
わ
る
住
居
水
準
（
性
能
）
も
含
め
た
良
質
な
ス
ト

ッ
ク
の
形

成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

民
問
関
連
業
界
と
行
政
と
の
協
カ
・
役
割
分
担

い

住
民
の
役
割

•
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
と
住
民
の
関
わ
り
方
の
問
題
で
あ

り
、
住
民
が
自
覚
を
持

っ
て
地
域
の
問
題
に
主
体
的
に
参

加
す
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
。
中
で
も
住
環
境
（
特
に
景
観
）

の
課
題
は
、
地
域
の
大
部
分
を
占
め
る

一
般
の
住
宅
や
そ
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る
住
宅
政
策
の
推
進
に
際
し
て
も
、
地
域
の
課
題
に
率
先

（
福
祉
部
門
と
の
連
携
）
②
住
宅
に
関
わ
る
各
種
相
談
や
情

環
境
を
育
て
る
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
に
よ

住
民
や
関
連
業
界
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
や
す
い
社
会

行
政
の
役
割

関
連
業
界
と
協
力
し
て
情
報
を
広
く
公
開
す
る
こ
と
で
、

し
て
取
り
組
む
こ
と
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
敷
く
役
割
を
担

ク
を
活
用
し
た
住
生
活
の
快
適
化
、
安
定
化
の
具
体
策
を

研
究
す
る
。
具
体
的
な
事
案
と
し
て
は
、

C
A
T
V
網
の

双
方
向
性
を
活
か
し
て
、

①
独
居
高
齢
者
の
安
心
策
と
し

て
の
画
像
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
緊
急
時
の
通
報
シ
ス
テ
ム

実
施
す
べ
き
対
象
は
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
住
民
、

＇
ー

、3
 

,_，
 

・
住
環
境
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
情
報
を
持
ち
、
直
接

・
重
点
施
策
と
し
て
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
大

き
な
課
題
と
し
て
「
住
生
活
の
情
報
化
」
が
あ
る
。
全
戸

へ
の

C
A
T
V
網
の
開
設
を
機
会
に
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

さ
れ
る
。

3

住
生
活
の
情
報
化
の
検
討

り
、
住
民
参
加
の
指
導
者
と
し
て
前
向
き
な
参
加
が
期
待

民
参
加
と
は
関
連
業
界
も
同
時
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ

と
行
政
の
橋
渡
し
の
役
割
も
果
た
せ
る
立
場
に
あ
る
。
住

事
業
化
に
先
行
し
て
充
分
な
検
討
を
積
み
重
ね
る

一
方

で
、
必
要
な
と
き
に
機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
の
業
務
分
担
を
超
え
て
、
業
務
体
制
を
整
え
る
。

っ
て
、
様
々
な
専
門
知
識
を
持

っ
て
お
り
、

ま
た
、
住
民

5

関
連
業
界
の
役
割

・
住
宅
や
住
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
最
も
住
民
の
近
く
に
あ

で
、
財
政
と
の
調
整
や
居
住
者
に
対
す
る
細
や
か
な
説
明

等
、
多
面
的
か
つ
、
複
雑
な
業
務
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
る
の
に
伴
い
、
改
善
に
向
け
た
技
術
的
作
業
等
の

一
方

様
々
な
局
面
に
住
民
が
主
体
的
に
参
加
で
き
る
機
会
を
作

り
、
活
動
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
た
な
事
業
と
し
て
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
改
善
事
業
が
始

2
 
公
営
住
宅
ス
ト

ッ
ク
活
用
事
業
の
推
進

民
の
役
割
を
引
き
出
す
た
め
に
、
行
政
は
ま
ち
づ
く
り
の

の
推
進
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

あ
り
、
住
民
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
住

の
周
辺
環
境
を
ど
の
よ
う
に
整
え
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
で

う
と
と
も
に
、
住
民
参
加
を
裏
か
ら
支
援
す
る
事
務
局
役

と
し
て
、
視
野
を
広
く
、
レ
ベ
ル
の
高
い
、
ま
ち
づ
く
り
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4
 
今
後
の
溝
辺
町
は

．．． 

（

宅
地
の
将
来
像
は
道
路
基
盤
整
備
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
た
め
、
骨
格
を
な
す
道
路
網
は
宅
地
開
発
に
先
立

っ

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
麓
第

一
地
区
の
よ

う
な
基
盤
づ
く
り
は
良
好
な
住
宅
地
整
備
の
第

一
歩
と
し

て
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

切

十
年
後
、
百
年
後
に
良
い
住
宅
地
と
は
何
か
、
そ
の
た

め
に
は
何
を
す
べ
き
か
、
を
見
極
め
て
今
か
ら
動
き
出
す

必
要
が
あ
る
。
首
都
圏
で
高
級
住
宅
地
と
言
わ
れ
る
街
は
、

大
部
分
が
戦
前
の
計
画
的
開
発
地
で
、
そ
の
共
通
項
は
、

道
路
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
緑
が
多
く
、
高
台
に
あ
る
、
の

三
点
で
あ
る
。
本
町
の
南
部
地
区
は
こ
う
し
た
可
能
性
を

備
え
て
い
る
。

3
 

二
十

一
世
紀
は
農
業
が
見
直
さ
れ
る
世
紀
と
な
る
だ
ろ

う
。
農
地
を
ベ
ー
ス
と
し
た
本
町
の
自
然
環
境
・
経
済
環

境
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
農
業
と
共
生
す
る
ま

ち
づ
く
り
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。

報
提
供
等
が
考
え
ら
れ
る
。

ー

住
宅
概
要
は
次
の
と
お
り

区
に
は
存
在
し
な
い

崎
森
1
1
五
―
-
（
他
に
県
営
住
宅
1
1
二
三
戸
）
で
、

三
縄
地

麓

1
1

一
四
四
戸
、

有
川
1
1

―1
0戸
、

公
営
住
宅
を
地
区
別
に
見
る
と

四
四
戸、

竹
子
1
1

の
他
に

―
二
戸
の
町
単
独
住
宅
と
六
戸
の
教
職
員
住
宅
が
あ

る
。

公
営
住
宅
の
概
要

公
営
住
宅

ー
・
溝
辺
町
に
は
平
成
十
四
年
度
末
に
お
い
て
三
五

0
戸
の
公
営

住
宅
、

二
八
戸
の
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
が
あ
り
、
ま
た
、
こ

公
営
住
宅
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第235表 町営住宅 平成14年12月現在

団 地 名 建設年度 間取り 面積(rrf) 戸数 構造

久保山住宅 昭和33年 6, 4.5 34.71 1 木 平

久保山団地 昭和47年 6, 4.5, 3 41.63 10 簡 平

久保山団地 昭和49年 6, 4.5, 3 41.63 10 簡 平

西 原 第 2 昭和48年 6, 4.5, 3 38.29 7 簡 平

松 脇 昭和49年 6, 4.5, 4.5 43.29 4 簡 平

松 脇 昭和50年 6, 4.5, 4.5 43.29 4 簡 平

陵 北 昭和50年 6, 4.5, 4.5 43.29 6 簡 平

計牛 1 号棟 昭和52年 6, 6, 6 52.92 12 中耐 3

計牛 2 号棟 昭和57年 6, 6, 6 68.62 16 中耐 4

第 1 陵 南 昭和53年 6, 6, 4.5 61.25 16 中耐 4

金割 1 号棟 昭和54年 6, 6, 6 64.31 24 中耐 4

金割 2 号棟 昭和55年 6, 6, 6 64.31 16 中耐 4

第 2 陵南 1 昭和55年 6, 6, 6 64.31 16 中耐 4

第 2 陵南 2 昭和56年 6, 6, 6 68.62 16 中耐 4

玉利 1 号棟 昭和58年 6, 6, 6 68.62 24 中耐 4

玉利 2 号棟 昭和61年 6, 6, 6 68.62 24 中耐 4

玉利 3 号棟 平成 1年 6, 6, 6 68.62 16 中耐 4

第 2 金 割 昭和62年 6, 6, 6 68.62 16 中耐 4

石 原 昭和63年 6, 6, 6 69.63 8 耐 2 

第 2 計 牛 平成 3年 6, 6, 6 71.07 16 耐 2 

十 文 字 1 平成 6年 16, 6, 6 73.87 16 中耐 4

十 文 字 2 平成 9年 17, 6, 6 72.65 16 中耐 4

原 村 1 平成 7年 17, 6, 6 72.65 16 中耐 4

原 村 2 平成10年 17, 6, 6 72.65 16 中耐 4

空港南タウン 平成12年 14, 6, 6, 6 75.64 12 木 2 

空港南タウン 平成13年 14, 6, 6, 6 75.64 8 木 2 

空港南タウン 平成13年 7.5, 6, 6 51.14 4 木 2 

合計 350戸

萩の峰00戸），久保山住宅(3戸），麓(10戸）は用途廃止

西原第1は建替（新団地 ：空港南タウン）

第236表 特定公共賃貸住宅

団 地 名 建設年度 間取り 面積（吋） 戸数 構造

月.. IJ 原 団 地 平成 7年 単身 37.30 8 鉄骨 2

第 2前原団地 平成12年 単身 37.30 12 鉄骨 2

第 3前原団地 平成14年 一般 78.48 8 木 2 

合計 28戸
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第237表 県 営 住 宅

団地名

空港南タウン

建設年度

平成11年

間取り

14, 6, 6, 6 

面 積（吋）

75.64 

戸 数一

22

構
万 2

 

造一

間
に
次
の
入
居
者
が
決
ま
る
状
況
に

の
改
善
が
待
た
れ
て
い
る
。

多
い

た
め
空
家
が
発
生
し
て
も
短
期

は

一
九
三
戸
（
約
五
五
％
）
で
、
半
数
近
い
住
居
で
浴
室
設
備

日
現
在
）
で
あ
る
が
、
入

・
退
去
者
が

空
家
は

一
0
戸
（
平
成
十
四
年
十
月

い
団
地
）
と
な
っ
て
い
る
。

槽
1
1
九
三
戸
、
合
併
処
理
浄
化
槽
1
1
ニ―

六
戸
で
、
四

0
%

弱
の
住
居
で
排
出
水
の
処
理
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
浴
室
に

つ
い
て
は
、
浴
槽
と
バ
ラ
ン
ス
釜
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の

七
戸
は
昭
和
五
十
年
以
前
建
築
の
古

入
居
者
状
況

2
 

¥
 

•

世
帯
主
の
年
齢
構
成
を
見
る
と
、
若

い
年
齢
層
が
非
常
に
多
く
、

三
五
歳

と
の
関
係
を
見
る
と
、
築
年
の
古
い

団
地
に
高
齢
者
が
多
く
、
新
し
い
団

地
で
は
若
い
世
代
の
人
が
多
い
。

・
居
住
人
員
は
、
平
均
す
る
と
約
三
．
三

人
／
戸
で
あ
る
が
、
築
年
の
古
い
団

地
（
住
居
規
模
1
1
小
、
高
齢
世
代
が
多）

で
は
少
人
数
世
帯
が
多
い
。
最
低
居

住
水
準
未
満
の
住
居
は
、
八
戸
（
う
ち
｀

公
共
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
の
状
況

m
設
時
期
、
居
住
水
準
等
の
状
況

•

本
町
の
公
営
住
宅
の
多
く
は
、
鹿
児
島
空
港
開
港
後
の
住
宅

も
の
は
少
な
く
、

ま
た
住
戸
規
模
も
大
き
な
も
の
が
多
い
。

こ
の
た
め
大
多
数
が
R
C
造
で
、

R
C
造
以
外
の
も
の
は
木

造
二
五
戸
（
久
保
山
住
宅
、
空
港
南
タ
ウ
ン
）
と
簡
易
耐
火
造

四

二
戸
（
久
保
山
、
西
原
第
二
、
松
脇
、
陵
北
の
各
団
地
）
の

み
で
あ
る
。

そ
れ
以
降
の
建

・
住
宅
設
備
で
は
、
便
所
は
水
洗
化
非
対
応
1
1
四
三
戸
（
木
造

の
久
保
山
住
宅
、
簡
易
耐
火
造
の
全
住
宅
）
、
単
独
浄
化

設
1
1
三
0
八
戸
と
な

っ
て
い
る
。

年
限
の

二
分
の

一
以
上
経
過
1
1
三

二
戸

法
定
耐
用
年
数
状
況
は
、
耐
用
年
限
超
過
1
1

―
二
戸

耐

用

一
方
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
は
約
六

％
と
少
な
い
。
建
設
時
期

未
満
の
割
合
が
約
四

二
％

を
占
め
て

い
る
。

需
要
に
応
え
る
よ
う
建
設
さ
れ
た
た
め
、
建
設
時
期
が
古
い

2
 あ

る
。
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第238表 耐用年限をすでに超過したもの

温悶:~1:需芯!I 戸~1:頂i1 経~::1 耐用~:::I~I 悶予 I~
小計 l戸

第239表 耐用年限の1/2以上の期間を経過したもの

団地名 建設年度 戸数 構造 経過年数 耐用経過状況 便所 浴室 給湯

久保山団地 昭和47年 10 簡平 31年 1年経過 ① ① ① 
西原第 2 昭和48年 7 簡平 30年 0年 ① ① ① 
久保山団地 昭和49年 10 簡平 29年 残1年 ① ① ① 
松 脇 昭和49年 4 簡平 29年 残1年 ① ① ① 
松 脇 昭和50年 4 簡平 28年 残2年 ① ① ① 
陵 北 昭和50年 6 簡平 28年 残2年 ① ① ① 
,jヽ 計 41戸

第240表 耐用年限の1/2未滴であるが平成2年以前のもの

団地名 建設年度 戸数 構造 経過年数 耐用経過状況 便所 浴室 給湯
計牛1号棟 昭和52年 12 中耐3 26年 残44年 ② ① ① 
第 1陵南 昭和53年 16 中耐4 25年 残45年 ② ① ① 
金割1号棟 昭和54年 24 中耐4 24年 残46年 ② ① ① 
金割2号棟 昭和55年 16 中耐4 23年 残47年 ② ① ① 
第2陵南 l 昭和55年 16 中耐4 23年 残47年 ② ① ① 
第2陵南 2 昭和56年 16 中耐4 22年 残48年 ③ ① ① 
計牛2号棟 昭和57年 16 中耐4 21年 残49年 ③ ① ① 
玉利1号棟 昭和58年 24 中耐4 20年 残50年 ③ ② ① 
玉利2号棟 昭和61年 24 中耐4 17年 残53年 ③ ③ ① 
第 2金割 昭和62年 16 中耐4 16年 残54年 ③ ③ ① 
石 原 昭和63年 8 耐 2 15年 残55年 ② ③ ① 
玉利3号棟 平成元年 16 中耐4 14年 残56年 ③ ③ ① 
小 計 204戸
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第241表 平成3年以降のもの

団地名 建設年度 戸数 構造 経過年数 耐用経過状況 便所 浴室 給湯

第 2計牛 平成 3年 16 耐 2 12年 残58年 ③ ③ ② 
十文字 l 平成 6年 16 中耐4 9年 残61年 ③ ④ ② 

原村 l 平成 7年 16 中耐4 8年 残62年 ③ ④ ② 
十文字 2 平成 9年 16 中耐4 6年 残64年 ③ ④ ② 

原村 2 平成10年 16 中耐4 5年 残65年 ③ ④ ② 

空港南タウン 平成12年 12 木 2 3年 残27年 ③ ④ ② 
空港南タウン 平成13年 8 木 2 2年 残28年 ③ ④ ② 

空港南タウン 平成13年 4 木 2 2年 残28年 ③ ④ ② 
,jヽ 計 104戸

※設備水準の凡例

便 所： ①汲取り ②単独処理浄化槽 ③合併処理浄化槽
浴 室 ：①設置なし ②浴槽のみ ③浴槽＋バランス釜 ④ユニットバス式
台所給湯： ①設置なし
洗濯機置場： ①設置なし

②設置有り
②設置有り

1公営住宅建設時期別建設戸数（資料：都市計画課）I

（戸）
100 

80 

60 

40 

20 

゜＄蕊中耐

こ二刃耐2

一 簡平 1

ご二］木造

—合計 1
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第 6章住宅

1公営住宅建設時期別住戸面積（資料：都市計画課）I

（面積rd)
80 

70 卜・――・・-・
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1耐用年限の1/2経過戸数の推移（平成13年度建設分まで）1

140 

120 I I口木造口簡易耐火造四耐火造l
100 

戸 80

数 60

40 

20 

゜

,-----------------， 
：平成元年以降の建設，， 

平成15 平成20

1住戸規模別構成1

70rrl以上
15ll -、
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1居住者の年齢別構成 I65歳以上75歳未満
41,'¥、

55歳以上65歳未清
7" 

45歳以上55歳末満
201 

1建設年代別世帯主年齢構成I

10<爪 ， H+t-H .....,..1 

80'A 

四

40li 

20鵞

°' 

75歳以上

3'11 ----

第 6章住宅

25歳未満

Sll 

25歳以上35歳未満

36¥ 

～悶50 51-65 56-60 悶61-炉 3-7 s-

1世帯人数構成 1 5人 6人以上

12l 1" 

----
1人

....,__ ----~ lBl 

・・, ..、¥

',,, ___ 2人

131' 
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1建設年代別の居住者数構成1 1 ~1 人 口 2 人 03 人閲 4 人 IB5 人園 6人以上］

JOO~ 

so, 

601 

401 

201 

゜` ～悶50年 51-65 56-60 61-は2
建設年代

3-7 8~ 

4人(31%), 3人(25%)のファミリーが型が多い。

1建設年代別・居住者数の比較 I

25 

: 
徽 20

15 

10 

21 

16 

1人 2人 3人 4人 5人居住人員

1建設年代別平均居住者数 I

4.0 , 

3.0 

0

0

 

2

1

 

平

均

居

住

者

数

0.0 

/3.2 3.4 3.4 

3.0 

2.1 

嘔50年 51-55 56~60 61-は2 3~7 B~ 
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2 次 判 定 要 素

耐震 避難 最低居住 騒音 ・ 水洗
給渇 外壁 2次判定 3 次 判 定

性能 安全性 水準未満 プライ 便所 浴柑
設備 改善

※l ※2 住戸 パシー ※3 

用途廃止 用途廃止
現住居者の退去次第用途廃止

△ 

゜
なし

゜
X なし X 要 建替 個別改善 建替による家買上昇反対及びこの

△ 

゜
l 

゜
X なし X 要 建杜 個別改善 まま住み続けたいという大多数の

アンケート結果より改善を選択

△ 

゜
3 

゜
X なし X 要 述替又は個別改善 個別改善 設備改善（水洗十合併処理）により

長期活用

△ 

゜
なし

゜
X なし X 要 述替又は個別改善 個別改善 設鉗改善（水洗十合併処理）により

△ 

゜
l 

゜
X なし X 要 建替又は個別改善 個別改善 長期活用

△ 

゜
2 

゜
X なし X 要 建替又は個別改善 個別改善 設備改善（水洗十合併処理）により

長期活用

゜
◎ なし

゜
△ なし X 不要 個別改善 個別改善 設備改善（浄化椿、浴培、給湯）

◎ ◎ なし

゜゚
有 X 不躁 個別改善 個別改善 設備改善（給湯）

゜
◎ I 

゜
△ 有 X 不要 偕別改善 個別改善 設備改善（浄化槽、給湯）

゜
◎ なし

゜
△ 有 X 不要 個別改善 個別改善 設備改善（浄化用、給湯）

゜
◎ なし

゜
△ 有 X 不要 個別改善 個別改善 設備改善（浄化情、給湯）

゜
◎ なし

゜
△ 有 X 不要 個別改善 個別改善 設備改善（浄（ヒ槽、給沿）

◎ ◎ なし

゜゚
有 X 不要 個別改善 個別改善 設備改善（給湯）

◎ ◎ なし

゜゚
有 X 不要 個別改善 個別改善 設備改善（給湯）

◎ ◎ なし

゜゚
有 X 不要 個別改善 個別改善 設備改善（給沿）

◎ ◎ なし

゜゚
有 X 不要 個別改善 個別改善 設備改善（給沿）

◎ ◎ なし

゜゚
有 X 不要 個別改善 個別改善 設備改善（給沿）

◎ ◎ なし

゜
△ 有 X 不要 固別改善 個別改善 設備改善（浄化槽，給湯）

◎ ◎ 維持保全 維持保全

◎ ◎ 維持保全 維持保全 外部からの視線遮蔽（外構工事）

◎ ◎ 維持保全 維持保全

◎ ◎ 維持保全 維持保全

◎ ◎ 維持保全 維持保全

◎ ◎ 維持保全 維持保全

◎ ◎ 維持保全 維持保全

〇接地階2方向避難 ※3(水洗便所） ：O水洗＋合併処理、△水洗十単独処理. X汲取り
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第242表 (2) 公営住宅スト ックの活用判定

溝辺町公営住宅スト ック活用方針一覧（記入データは平成14年12月現在）

1 次 判 定要素

棟数 戸数 建設
敷地

高度Na 団地名 構造 階数 面積 経過 空家 裔要 残耐用 1次判定
（棟） （戸） 年度

(m') 年数
地域指定

数 判定
利用

年数
判定

① 久 保 山住宅 1 l 昭和33木平 I 662 45 一種中高層 なし 有 X △ 15 

計 I I 用途廃止

② 久保 山団地 2 JO 昭和47簡平 l 3,952 31 一種中高層 なし 有

゜
△1年

2 10 昭和49簡平 l 29 一種中嵩層 なし 有 1年

計 4 20 建替

③ 西原第二団地 2 7 昭和48間平 1 1.044 30 一種中高層 なし 有 X 0年

計 2 7 継続判定

④ 松脇団 地 I 4 昭和49簡平 l 1.530 29 都計区域外 なし 有 X l年

1 4 昭和50簡平 1 28 都計区域外 なし 有 X 2年

計 2 8 継続判定

⑤ 陵 北団地 2 6 昭和50簡平 I 3.41] 28 都計区域外 なし 有 X 2年

計 2 6 継続判定

⑥ 計 牛団地 1 12 昭和52中耐3 3 2,071 26 都計区域外 2/12 有

゜
44年

I 16 昭和57中耐4 4 21 都計区域外 なし 有

゜
49年

計 2 28 継続判定

⑦ 第一陵南団地 1 16 昭和53中耐4 4 1.566 25 一種住居 なし 有

゜
45年

計 I 16 継続判定

⑧ 金割団 地 1 24 昭和54中耐4 4 8,310 24 都計区域外 2/24 有

゜
46年

1 16 昭和55中耐4 4 23 都計区域外 なし 有

゜
47年

計 2 40 継続判定

⑨ 第2陵南団地 1 16 昭和55中耐4 4 4.168 23 一種住居 2/16 有

゜
47年

1 16 昭和56中耐4 4 22 一種住居 なし 有 48年

計 2 32 継続判定

⑩ 玉利団地 1 24 昭和58中耐4 4 13,501 20一種中科層 1/24 有

゜
50年

I 24 昭和61中耐4 4 17一種中謀庖 2/24 有

゜
53年

1 16 草成1 中耐4 4 14一種中高層 なし 有

゜
56年

計 3 64 継続判定

⑪ 第二金割団地 I l6 昭和62中耐4 4 3.093 16都計区域外 1/16 有

゜
54年

計 1 16 継続判定

⑫ 石 原団地 2 8 昭和63耐2 2 1177 15都計区域外 なし 有 X 55年

計 2 8 継続判定

⑬ 第二計牛団地 3 16 旱成3 耐2 2 3.822 12都計区域外 なし 58年

計 3 16 維持保全

⑭ 十文字団 地 l 16 平成6 中耐4 4 4.016 9都計区域外 なし 61年

l 16 草成9 中耐4 4 6都計区域外 なし 64年

計 2 32 維持保全

⑮ 原村団 地 I 16 早成1 中耐4 4 3,723 8一種住居 なし 62年

1 16 早成10中耐4 4 5一種住居 なし 65年

計 2 32 維持保全

⑯ 空港南タウン 3 12 草成12木2 2 4 123 3一種中高層 なし 27年

3 12 平賊13木2 2 2 一種中高屈 なし 28年

計 6 24 維持保全

※1(耐震性能） ：◎S56年以降の耐震設計、〇耐震安全性確認、 △部分補強 ※2(避難の安全性） ：◎耐火+2方向避雛、
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： ストック活用計画 ： 次期ストック活用計画 ： ，．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．ー・・・..; ...................................................... . 
：前期：後 期：

：は1:,1'.四rr』□□直叫証言ミ喜：l~i:: は1:1::1~i::1::1 悶： 1: 1~1:1芯I:書:I:ば1:に1:

改善戸数 I 133戸 112戸

合併処理浄化槽

国改善事業の実施時期を示す

翌
40年

i限~
60年

個言言已員言~
限年用

年

耐

701
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第243表 (3) 公営住宅ストックの改善スケジュール

改善事業実施スケジュール

管理 高齢者

No. 団地名 構造判定結果 戸数のいる 二期五計 三期五計 四期五計 五期五＇

世帯数 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 67邸 6960 61 62 63 H 

71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 8! 

② 久保山団地 簡平 個別改善 10 3 ,,, ¼,,, ~ 多象i?:%~ 珍，ヽ 笏

簡平 個別改善 10 3 W珍多象珍多参努参珍珍 ‘、疇
③ 西原第―団地筒平 個別改善 7 2 珍讐璽依彼杉笏
④ 松脇団地 蘭平 個別改善 4 - ~ 砂zク笏

簡平個別改善 4 ー 後移多珍笏参潅笏多
⑤ 陵北団地 簡平 個別改善 6 l ~ 診珍移多~~,,, ", w~ 笏 多
⑥ 計牛団地 中耐 3 個別改善 12 %1//笏加勿笏彼珍依，勿 多

中耐 4 個別改善 16 - , 珍忽笏篠 骸

⑦ 第一陵南団地中耐4個別改善 16 1 多言笏~~多珍
⑧ 金割団地 中耐 4 個別改善 24 - ,,;; 笏 1//4¾¾

中耐 4 個別改善 16 - 珍伐瘍珍 多
⑨ 第二陵南団地 中耐 4 個別改善 16 - 笏½~ §iii珍

中耐 4 個別改善 16 ー 後，彦多
⑩ 玉利団地 中耐4 個別改善 24 2 珍多移珍多多形後珍

中耐4 個別改善 24 ー 後笏診多珍
中耐 4 個別改善 16 ー 参

⑪ 第―金割団地 中耐 4 個別改善 16 - ~ 彩彦多
⑫ 石原団地 耐 2 個別改善 8 - 笏隊

合 計 245 12 

＊合併処理浄化槽への切替えは前期中に完了させる

●構造別建替・改善等対応時期
1建替可能 ｀ 
耐用年限Xl/2

15年

簡易耐火 核／靡グ 後wr~参勿／ク旅~靡ゑ多属
（平屋建）

耐火構造
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第 6章 住 宅

住
宅
戸
数

・
住
宅
戸
数
は
年
々
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
平
成
十
二
年
現
在
、

居
住
者
の
い
る
住
宅
数
は
三
、
0
0
六
戸
（
国
勢
調
査
）
と
な

っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
空
家
は
（
正
式
な
統
計
は
な
い
が
）

平
成
十
年

一
月
現
在
一

〇
七
戸
（
警
察
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
と

な
っ
て
い
る
。
（
そ
の
後
、

デ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
数
倍
と
い
う
空
き
家
数
が
あ
る
）

・
所
有
関
係
別
で
は
持
家
が
多
数
を
占
め
る
が
、
そ
の
比
率
は

年
々
低
下
し
、
昭
和
五
十
年
に
約
八
七
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、

二
十
五
年
後
の
平
成
十
二
年
に
は
約
七
七
％
（
▲

-
0
％
）
ま
で

・
近
年
の
着
工
数
は
年
間
七

0
戸
数
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
利

用
関
係
別
で
は
、
持
家
の
着
工
数
は
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る

も
の
の
、
貸
家
に
つ
い
て
は
公
営
住
宅
等
の
着
工
時
期
等
の
影

響
を
受
け
て
年
度
に
よ

っ
て
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。

・
着
工
動
向
を
周
辺
市
町
と
比
較
す
る
と
、
着
工
数

・
人
口
当
た

ー

家
と
な
っ
て
い
る
。

に
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
持
家
以
外
の
六
割
近
く
が
公
営
借

一
部
の
地
区
に
つ
い
て
入
手
し
た

四

一
般
住
宅

r 
：住宅の建て方別世帯数（資料：平成12年国剪輝査） l

共同住宅
その他

12.0< 
0.2' 

長屋建, ... 

ぴ

3500 

2000 

｛所有関係別住宅数の推移濱料：国勢調査）1

11 - 給与

,ooo I i三
1 =持家

一合 計 I2355 
啜5

2500 f 芦芦―
I I : I 

:'"'I l'°" ! 

LJ 昭和50 昭和55 昭和60

1500 

1000 

500 

ー

＇

ー

[
I
ー
一輝

工
動
向
に
よ
れ
ば
、
民
営
借
家
の
増
加
傾
向
等
、
住
宅
地
と
し

て
都
市
型
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

て
お
り
、
内
陸
部
の
町
と
し
て
は
最
上
位
に
あ
る
。
近
年
の
着

及
ば
な
い
が
、
人
口
当
た
り
着
工
数
で
は
加
治
木
町
を
上
回
っ

り
着
工
数
と
も
に
臨
海
部
の
国
分
市

・
隼
人
町

・
姶
良
町
に
は
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が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

に
応
ぞ
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

し
て
い
る
。

く
環
境
の
面
で
は
安
定
し
、
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
を
呈

（

北
部
地
区

・
北
部
地
区
（
主
と
し
て
竹
子
、

三
縄
地
区
）
は
全
体
と
し
て
は

人
口
増
の
方
向
に
あ
る
本
町
に
あ
っ
て
、
人
口
が
減
少
し
つ

つ
あ
り
、

そ
れ
と
と
も
に
高
齢
化
も
他
地
区
よ
り
進
行
し
て

い
る
。
空
き
家
の
増
加
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
広

•
こ

の
ま
ま
過
疎

化
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
と
、
空
家
の

一
層

の
増
加
を
は
じ
め
と
し
て
、
住
宅
の
老
朽
化
に
伴
う
ま
ち
並

さ
ら
に
は
地
域
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ

み
の
保
全
問
題
や
、

れ
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
以
上
の
高
齢
化
や
過
疎
化
に
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
る
総
合
的
な
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
住
宅
政

策
の
面
か
ら
、
若
い
世
代
の
受
け
入
れ
と
空
家
（
あ
る
い
は

そ
の
予
備
軍
）
の
活
用
等
に
よ
る
、
新
し
い
層
の
人
口
定
住

・
有
川
地
区
は
北
部
に
位
置
し
つ
つ
も
、
人
口
面
で
は
安
定
し
、

高
齢
化
に
つ
い
て
も
南
北
の
中
間
に
属
す
る
等
、
竹
子
、
三

一
括
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

②

南
部
地
区

•
南
部
地
区
（
麓
．
崎
森
）
は
、
空
港
の
存
在
に
加
え
て
臨
海
部

増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
行
も
穏
や
か
で
あ
る
。

戸
数
は
、
北
部
よ
り
少
な
い
も
の
の
、
空
家
は
増
加
し
つ
つ

あ
り
、
古
回
齢
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、

南
部
地
区
の
課
題
は
む
し
ろ
、
増
加
す
る
人
口
や
住
宅
に
ど

の
よ
う
に
向
き
合
う
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
こ
う
し
た
課
題

•

第
一
点
は
住
宅
供
給
の
問
題
で
あ
る
。
人
口
、
世
帯
数
は
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
大
部
分
は
若
い
年
齢
層
を
対
象

と
し
た
賃
貸
住
宅
で
あ
り
、
居
住
水
準
の
面
や
将
来
の
地
域

活
力
を
担
う
定
住
人
口
を
確
保
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
は
、

よ
り
多
様
な
世
代
、
階
層
が
定
住
す
る
住
宅
供
給
が
求
め
ら

•

第
二
点
は
住
居
環
境
の
問
題
で
あ
る
。
新
た
な
住
宅
や
業
務

施
設
の
開
発
等
に
よ
り
、
開
発
地
の
周
辺
で
は
環
境
の
質
的

一
方、

の
都
市
に
近
い
立
地
条
件
等
か
ら
、
人
口
、
住
宅
数
と
も
に

と
、
北
と
南
に
大
別
さ
れ
る
。

本
町
内
の
各
地
区
を
住
宅
及
び
往
環
境
を
切
口
に
分
類
す
る

近
接
し
て
生
活
圏
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
北
部
地
区
と
し
て

2

地
区
別
整
備
方
針

縄
の
両
地
区
と
は
や
や
社
会
状
況
は
異
な
る
が
、
地
理
的
に
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い
る
。

思
い
や
り
の
あ
る
社
会
を
築
く
た
め
の
知
恵
が
求
め
ら
れ
て

し
た
時
に
は
豊
か
な
は
ず
の
自
然
環
境
を
失
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
町
の
活
性
化
を
目
指
す

一
方
で
、
現
在
の
優
れ

た
環
境
を
保
全
す
る
策
が
必
要
で
あ
る
。

③

共
通
の
課
題

・
県
平
均
と
比
べ
る
と
遅
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
高
齢
化
が
確

実
に
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
空
家
も
近
年
増
加
の
勢
い
を
増
し

て
い
る
。
高
齢
者
の
増
加
に
対
し
て
、
地
域
と
共
に
生
き
る

低
下
が
見
ら
れ

J

の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
賑
わ
い
を
手
に
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■地区別課題と住宅政策の方向

第244表 北部地区（竹子、 三縄／少し状況は異なるが有川）

現況と課題 ・過疎化、高齢化の進展
• 生活サービス機能はあまり整っていない

・周辺の自然環境は安定している

住宅供給 ・空家の問題
・民間ベースでの住宅供給は少ない

住宅政策 ・公共主導型で住宅供給を行うことで地域の活性化を目指す

［公営住宅、空家活用による賃貸住宅等］

＞
 

f
 ‘

 

ヘ

ロ

ヽ＼竹

[
ー1

,
J □

、し

）一ヽ..—··--.. 

>
至牧園町

と ＼ヽ ＼ J ＼ ヽ ＼ 

鹿児島方面

第245表 南部地区（麓、崎森）

現況と課題 ・人口は増加しており、高齢化も他より遅い

• 生活サービス機能は比較的整っている
• 新規開発等により環境の質的低下が見られる

住宅供給 需要はあるが、中堅所得層向賃貸住宅や持家向宅地供給が少ない

住宅政策 ・民間ベースでの住宅供給を基本に、公共が基盤整備等でそれを

支援する
＋ 

• まちなみ景観の保全策の導入

［持家用宅地供給、特優賃 ・特公賃など中堅層向の借家供給／

まちづくりルールの導入等］
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地区別整備方針

対応すべき方向 取組むべき住宅政策 重点施策（案）

・高齢化、過疎化に対抗するた ・外部からの転入を政策的に誘導する必 (J-1)公営住
めに、若い世代の転入を促す。 要があるが、民間ベースで供給が期待 宅の建設

・空家が これ以上増加する の しにくいため、公営住宅や特定優良賃
は放置できないので、活用を 貸住宅等の公的施策による住宅整備 (J-2)空家 を
検討する。 を行う。 活用した

・民間ベースでの住宅供給が （→公的賃貸住宅の建設・供給） 賃貸住宅
少ないことを補う策を検討 ・空家の中には水廻り等に手を加えれば、
する。 充分快適な住宅に再生できるものが

含まれている。空家を活用することで、
〈定住促進に向けて、公共が主 地域の活性化をはかることを目指し、
体となって住宅供給を行う〉 賃貸住宅に再生・活用することを研究

する。
（→空家活用による賃貸住宅の供給）

・潜在的なニーズに応える住宅・ ・民間による住宅建設や賃貸住宅の供給 (J-3)JAS社宅
宅地供給を行う。 が期待できる地区である とこ ろから、 跡地で の
→中堅所得層向けの特定優 民間ベースでの住宅供給を基本に、基 公民協力

良賃貸住宅、特定公共賃貸 盤整備等について公的支援を行う。 による住
住宅の整備 （→公民協力による良質な持家・借家供 宅開発

→持家定住のための経済負 給）
担の少ない宅地供給 ・人口、世帯ともに増加しているが、その (J-4)良質で

・民間主導による供給を基本に、 多くは借家層である。借家層を次代の 取得し や
基盤整備等を公共が支援す 町勢を担う層として町内に留めるため、 すい宅地
ることで、良質で安価な住宅・ 良質で低廉な持家（宅地）を供給する。 供給
宅地供給を目指す。 （→良質で低廉な持家建設のための宅

・良好なまちなみ景観の形成 地供給） (J-5)環境整
や農地と調和する住環境の ・長期的には着実に宅地化が進行する地 備に向け
整備を 目指す。 域であると考えられるが、周辺の農業 たルール

環境との調和や共生に配慮したまち 作り
〈→定の住宅需要を背景として、 づくりが必要で、その施策を具体化する。
良質で経済負担の少ない住宅・ （→住宅地の環境や景観の整備に向け
宅地の提供と環境の整備を た誘導）
進める〉

〈高齢単身や高齢夫婦向けの ・自立して生活できる高齢者（単身、夫婦等） (J-6)自宅に
共同の家づくり〉 が、安心でき、福祉サービス提供者も 替る高齢

安心できる共同の家づくり を検討する。 者やすら
自宅に近く、姥捨て山的でない、いつ ぎの家
でも入退所できる住宅等、福祉と連携
した研究を行う。
（→高齢者向けの共同の家づく り）
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第246表

地区 地区の特徴と課題 住宅地としての特色と課題

北部地区 ・穏やかな起伏をもった地形で、 川 ・水田 に面した山裾に等高線に沿っ
（竹子、三縄） 沿いの平坦地を水田として、傾斜 て住宅地が並んでいるが、集落の中

地は山林と果樹園に利用されてい 心付近では住宅地としての面的な
る。世帯主の職業構成では農業の 広がりがある。持家主体で、民間借
割合が高い。 家や社宅等はほとんどない。

・溝辺町の中では臨海部の都市圏に ・周辺の山林は人工林を主体に自然
遠く、生活サービス機能も整備が の緑を形成し、落着いた安心感のあ
遅れている。 る景観をなしている。

・人口は減少方向にあり、高齢化も ・後継者の不在等から空家が多くなり、
町内で最も進んでいる。 その裏返しとして新しい住宅立地

はほとんど見られない。
----------- --------------------------------- -----------------------------------

（有 川） ・北部にあっても有川地区は人口は ・空家が多くなりつつある反面、住宅
一定であり、高齢化も中庸である。 の建替え等もあり、平均値としてみ
また役場周辺には日常生活に必要 れば安定した居住環境が保たれて
なサービス施設は整備されている。 いる。民間借家がほとんどないため、

公営住宅を除いては外部から流入
する世帯がほとんどない。

南部地区 • 平坦な台地上の上地で、茶畑をは ・近年住宅立地が進み、空港西側や隼人・
（麓、崎森） じめとする広い畑地が続いている。 加治木線(56号線）沿いには住宅を

最南部の崎森では植木畑も多い。 はじめ飲食施設等が増加している。
農地の多くは農業振興地域の農用 •平坦で高台にあるため、空が広く、
地区域に指定され、保護されている。 風通しも良い等、周囲の緑とともに

・空港に近く、また加治木、国分・隼 住宅地として必要な環境条件を備
人方面への自動車交通の便が良い。 えている。

・溝辺町の人口増を担っている地区 ・従来はファミリー向け民間賃貸住
で、年齢構成も若い世代が多い。 宅がほとんどなかったが、ここ数年

は賃貸住宅の建設が進み、民借世帯
が増加している。

・分家独立等による持家建設はあるが、
外部から新たに持家を取得して転
入する世帯は非常に少ない。

北・南共通 ・高齢者は今後急速に増加することが予測されるが、高齢者福祉の現場では
現状で手一杯の状況にある。高齢者の中には不安をもちながらも自宅での

生活に固執する人が多いが、一方で福祉サービスの負担増となっている人
もある。高齢者（中でも単身、夫婦のみ）の不安を軽減し、快適な老後を過ご

すためと福祉サービスの向上を目指した、高齢者が共同で暮らす住まいが
必要と思われる。
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